
井
原
分
団
第
３
部
の
式
典
は

午
前
６
時
よ
り
機
庫
前
で
行
わ

れ
、
今
年
の
第
３
部
を
率
い
る

瀬
藤
慎
二
部
長
が
「
無
火
災
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
、

防
災
活
動
へ
向
け
て
の
決
意
を

述
べ
、
出
席
し
た
倉
掛
及
び
夏

目
の
自
治
連
合
会
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

午
前
７
時
か
ら
は
井
原
小
学

校
体
育
館
で
井
原
分
団
の
式

典
、
同
10
時
か
ら
は
市
団
の
式

典
が
井
原
市
民
会
館
で
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
、
新
年
の
門
出
を
祝

っ
た
。

午
後
１
時
よ
り
、
向
町
の
小

田
川
河
川
敷
で
井
原
分
団
に
よ

る
一
斉
放
水
＝
写
真
＝
が
披
露

さ
れ
、
井
原
町
民
や
防
火
ク
ラ

ブ
の
倉
掛
少
年
団
員
ら
多
数
が

見
学
し
た
。

つ
ど
え
～
る
で
２
月
４
～
５

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻

雀
体
験
会
が
開
か
れ
、
市
民
ら

約
20
人
が
参
加
し
た
。

大
き
な
麻
雀
牌
を
使
う
こ
の

遊
び
を
健
康
的
な
活
動
と
位
置

づ
け
普
及
を
図
っ
て
い
る
井
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
指
導
に
当
た
っ
た
。

参
加
者
の
間
で
は
「
簡
単
な

ル
ー
ル
で
楽
し
い
」
と
笑
い
が

飛
び
交
っ
て
い
た
。

平
成
29
年
井
原
分
団
消
防
操

法
訓
練
大
会
が
井
原
小
学
校
で

１
月
29
日
、
自
動
車
ポ
ン
プ
へ

２
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
へ
６

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
開
か
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

第
３
部
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部

に
２
チ
ー
ム
が
出
場
。
規
律
の

正
し
さ
と
、
素
早
い
ホ
ー
ス
延

長
の
技
を
織
り
交
ぜ
て
好
成
績

を
挙
げ
た
第
１
班
＝
写
真
＝
が

４
連
覇
を
飾
っ
た
。
出
場
選
手

は
次
の
と
お
り
。

■
第
３
部
１
班

指
揮
者

塚

原

一

徳

１
番
員

田

中

達

也

２
番
員

和

原

賢

一

３
番
員

片

山

敬

悟

補
助
員

松

井

淳

■
第
３
部
２
班

指
揮
者

田

中

達

也

１
番
員

立

石

浩

四

郎

２
番
員

片

岡

憲

一

３
番
員

増

成

智

也

補
助
員

松

井

淳

地
域
の
情
報
を
伝
え
て
き
た

倉
掛
新
聞
が
今
年
５
月
、
創
刊

20
周
年
を
迎
え
る
。

弊
紙
は
平
成
９
年
５
月
以

降
、
倉
掛
自
治
連
合
会
が
発
行

を
続
け
て
き
た
。
２
カ
月
ご
と

の
「
紙
」
に
よ
る
伝
達
の
隙
間

を
埋
め
よ
う
と
、
平
成
16
年
７

月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
倉
掛
自

治
会
」
を
開
設
。
５
月
ご
ろ
に

「
20
周
年
を
祝
う
会
」
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
。

任
期
満
了
に
伴
う
井
原
市
議

会
議
員
選
挙
が
４
月
23
日
に
行

わ
れ
る
に
あ
た
り
２
月
14
日
、

井
原
市
役
所
４
階
大
会
議
室
で

立
候
補
予
定
者
説
明
会
が
開
か

れ
た
。

定
数
20
人
に
対
し
て
、
説
明

会
に
出
席
し
た
の
は
23
陣
営
。

現
職
20
人
の
う
ち
、
今
期
限
り

で
４
人
が
勇
退
を
表
明
し
て
お

り
、
少
数
激
戦
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
。

説
明
会
以
降
、
倉
掛
地
内
の

陣
営
も
出
席
し
て
い
た
こ
と
が

広
ま
る
と
、
住
民
ら
は
「
倉
掛

は
議
員
不
在
の
期
間
が
長
い
」

「
16
年
ぶ
り
に
地
元
か
ら
立
候

補
さ
れ
る
ん
で
す
か
？
」
「
と

に
か
く
出
て
も
ら
っ
て
活
性
化

に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

と
、
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
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会長／片岡宏文
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倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

井
原
分
団
消
防
操
法
訓
練
大
会

部 長 瀬藤 慎二（倉掛）

副部長 片山 敬悟（夏目）

会 計 塚原 一徳（夏目）

会 計 増成 智也（夏目）

消防班長 田中 達也（倉掛）

同 補佐 片岡 憲一（倉掛）

組 長 井上 浩伸（夏目）

団 員 和原 賢一（夏目）

団 長 立石浩四郎（夏目）

団 員 西山 喬士（夏目）

団 員 今井 豊（倉掛）

団 員 松本 大（夏目）

団 員 田中 利樹（倉掛）

団 員 三嶋 紀之（倉掛）

団 員 翁 良輔（夏目）

団 員 笠原 慶一（倉掛）

団 員 妹尾 英哲（倉掛）

団 員 松井 淳（夏目）

団 員 丸山 裕二（倉掛）

５
月
に
創
刊

20
周
年

倉

掛

新

聞

第

３

部

団

員

名

簿

少
数
激
戦
の
様
相
呈
す

向

町

河

原

で

一

斉

放

水

井

原

市

議

選

瀬藤部長が指揮

寒
波
の
影
響
で
薄
い
雪
化
粧
と
な
っ

た
１
月
15
日
、
平
成
29
年
井
原
市
消
防
出

初
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

コ
ミ
マ
体
験
会

20

人

が

参

加

つ

ど

え

～

る

消

防

出
初
式

写
真
＝
第
３
部
消
防
機
庫
前
・
１
月
15
日

小型ポンプの部

井原分団
第 ３ 部



昨
年
12
月
、
自
治
連

合
会
長
を
除
く
倉
掛
の

神
社
総
代
４
人
が
、
高

齢
や
病
気
を
理
由
に
そ

ろ
っ
て
辞
任
表
明
し
た

の
が
事
の
始
ま
り
。

冒
頭
、
川
相
肇
総
代
長
（
倉

掛

）
と

岡

本

昇

総

代

（
夏

目
）
、
倉
掛
自
治
連
合
会
の
片

岡
宏
文
会
長
が
日
頃
の
協
力
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原

が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
で
、
神

社
の
概
要
及
び
時
代
の
背
景
等

か
ら
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る

諸
問
題
を
確
認
し
た
。

８
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ

た
参
加
者
は
、
自
己
紹
介
に
続

い
て
「
総
代
の
選
出
方
法
」
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
内
容
を
ま

と
め
て
発
表
。
自
治
連
合
会
役

員
の
兼
務
案
も
出
た
が
、
参
加

者
か
ら
は
負
担
が
大
き
過
ぎ
る

と
判
断
さ
れ
た
。

境
内
の
雑
草
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
女
性
敬
神
会
員

が
「
僅
か
の
人
数
で
広
い
境
内

を
き
れ
い
に
す
る
の
は
困
難
」

と
述
べ
、
協
力
を
求
め
た
。

議
論
は
３
時
間
近
く
に
及
ん

だ
も
の
の
「
猶
予
期
間
が
少
な

い
」
「
問
題
の
根
が
深
い
」
と

し
て
現
状
打
破
に
は
至
ら
ず
、

結
論
を
断
念
し
た
総
代
側
は

「
関
係
者
の
ご
支
援
を
得
て
４

月
の
郷
社
ま
つ
り
は
現
職
が
執

り
行
い
、
今
年
の
夏
ご
ろ
に
は

新
し
い
総
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。
次
回
開
催
は
未
定
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
１
月
28

日
、
厄
除
け
祈
願
祭
が
午
前
９

時
よ
り
執
り
行
わ

れ
、
山
室
晶
史
宮

司
に
よ
っ
て
代
理

を
含
む
３
人
が
厄

年
の
お
祓
い
を
受

け
た
。
今
年
の
厄

除
け
祈
願
祭
は
節

分
前
の
１
月
28
日

と
29
日
の
午
前
中

に
あ
り
、
二
日
間

で
約
20
人
が
訪
れ

た
。祭

事
を
終
え
て

木
札
を
授
か
っ
た

氏
子
の
一
人
は
、

「
社
格
の
高
い
足
次
山
神
社
は

足
の
神
様
・
足
場
の
神
様
・
旅

の
神
様
と
聞
い
て
い
る
。
膝
の

痛
み
が
消
え
る
よ
う
に
と
も
祈

っ
た
。
無
事
に
１
年
が
過
ぎ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
な
ど

と
話
し
て
い
た
。

平
成
16
年
の
富
士
登
山
か
ら

活
動
を
続
け
て
い
る
倉
掛
山
岳

同
好
会
が
今
年
、
四
国
の
夏
山

な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
登
山
を

検
討
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
の
木
曽
駒
ヶ
岳
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
２
泊
３
日
を

費
や
し
た
が
、
台
風
に
見
舞
わ

れ
多
く
が
登
頂
を
断
念
。
今
年

は
近
く
て
気
軽
に
登
山
を
楽
し

む
案
が
浮
上
し
て
い
る
。

候
補
は
宮
島
弥
山
や
四
国
カ

ル
ス
ト
大
野
ヶ
原
ウ
ォ
ー
ク
の

日
帰
り
、
ま
た
は
高
知
一
泊
プ

ラ
ン
。
伊
吹
山
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。
実
施
日
は
８
月
11
日

の
山
の
日
か
、
９
月
中
旬
の
連

休
に
決
ま
る
公
算
が
大
き
い
。
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2/23  サロンあすは・ふれあい旅行
2/26  備中神楽保存会小中学生

伝承教室（サンサン交流館）
3/ 5  井原分団第３部試運転日

3/ 5  桜まつり事前清掃（小田川）
3/ 5  全国健康マラソン井原大会
3/11  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収
3/11  倉掛自治会 決算総会
3/18  協働のまちづくり市民シンポ

ジウム（アクティブライフ）
3/19  井原市消防操法訓練大会
3/19  欅の杜 杜の市 （門田町）

毎月第３日曜日9:00～12:30
4/ 2  井原分団第３部試運転日
4/ 2  郷社一斉清掃 8：00～

4/ 2  井原桜まつり
4/ 4  郷社まつり

4/ 8  倉掛自治会・予算総会
4/23  井原市議会議員選挙投票日
- - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～
※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆

倉掛少年団入退団式が２月１９日、つどえ

～るで行われ団員ら約４０人が出席した。

皆勤者表彰や丸山剛育成会長の挨拶に続い

て、退団する６年生が「３年間ありがとう」

などと感謝の気持ちを伝えた。来年度は渡辺

大輔育成会長（15-1組）を中心に活動する。

倉掛少年団入退団式 2/19

総
代
辞
任
、
は
び
こ
る
雑
草

歴
史
文
化
遺
産
・
郷
社
足
次
山
神
社
の
総
代
辞
任
問
題
や

神
苑
環
境
の
向
上
を
図
ろ
う
と
２
月
12
日
、
倉
掛
の
住
民
ら

43
人
が
つ
ど
え
～
る
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。

郷

社

厄

除

け
祈

願

祭

「
氏
子
の
自
覚
が
な
い
」
「
総

代
の
仕
事
の
内
容
が
よ
く
分
か

ら
な
い
以
上
、
結
論
に
至
ら
な

い
」
「
後
任
決
定
は
こ
れ
ま
で

総
代
が
個
別
に
さ

れ
て
き
た
よ
う

だ
」
「
総
代
の
任

期
は
４
年
」
「
も

う
少
し
早
く
相
談

し
て
ほ
し
か
っ
た
」
「
向
町
の

任
期
は
３
年
」
「
各
組
自
治
会

長
の
協
力
は
不
可
欠
」
「
総
代

の
下
部
組
織
を
作
っ
て
は
ど
う

か
」
「
総
代
は
死
ぬ
ま
で
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
の
か
」
「
全
員

引
退
さ
れ
て
は
…
。
せ
め
て
半

分
は
残
っ
て
も
ら
い
た
い
」

「
平
日
の
清
掃
は
出
に
く
い
の

で
日
曜
日
に
し
た
ら
」
「
と
に

か
く
全
戸
掃
除
に
出
て
も
ら
う

こ
と
だ
」
「
郷
社
の
掃
除
に
出

ら
れ
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
家

の
掃
除
は
さ
れ
て
い
る
」
「
長

く
総
代
を
つ
と
め
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
が
、
い
き
な
り

辞
任
は
ど
う
か
と

思
う
」
「
総
代
の

人
数
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
」
「
地

域
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る

こ
と
に
気
付
い
た
」

以
上
、
倉
掛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
意
見
（
順
不
同
）
。

今

年

夏

の

登

山

を

検

討

倉
掛
山
岳
同
好
会

倉掛ワーク
シ ョ ッ プ

拝殿で山室宮司からお祓いを受ける氏子ら

少年団育成会など若い世代の参加も

倉 掛 ほ っ と 情 報


